いしたろう へ じょうこ ういん ぜ しん 

石 太郎が 屁の 名人で あるの は、 浄光 院の是 信さん 

はるき ち 

に 教えても らうから だと、 みんなが いっていた。 春吉 

君 は、 そうか もしれ ない と 思った。 石 太 郎の家 は、 浄 

光院 のす ぐ 西に あつたから である。 

なにしろ 是 信さん は、 おしもおされもせぬ 屁 こきで 

ある。 いろいろな 話が、 是 信さん の 屁に ついて、 おと 

なた ちや子 どもた ちの あいだに 伝えられ ている。 是信 

いんどう 

さん は、 屁で 引導 を わたす という。 まさか そんな こと 

は あるまい が、 すいこ 屁 (音な しの 屁) ぐらい は、 お 

きょう 

経 の 最中に する かもしれ ない。 

ほうえ かね 

また、 ある 家の 法会で 鐘 をた たく かわりに、 屁 を ひつ 



と、 公然 指さして わらった。 それ を 聞いても、 石太郎 

ぎふん 

の 同級生た ち は、 同級生と しての 義憤 を 感じる ような 

ことはなかった。 石太郎 のこと で 義憤 を 感じる なんか、 

おかしい ことだった ので ある。 

石 太 郎の家 は、 小さくて みすぼらしい。 一歩 中には 

いると、 一種 異様な においが 鼻 をつ き、 へど 〔# 「へ 

ど」 に 傍点〕 が 出そう になる。 そして、 暗い ので 家の 

中 はよ く 見えない。 石太郎 は、 病気で ねたつ きリ のじ 

いさんと ふたり だけで、 その 家に 住んで いる。 

どこかへ かせぎに 出て いるお とつつ あんが、 とき ど 

き 帰って くる。 おつか あは、 早く 死んで しまって、 い 



ない。 石 太郎は 、ボン ック (川 漁) にば かりい く。 とつ 

てきた ふな や、 どじょう を、 じいさんに たべさせる。 

また、 買いに いけば、 どじょう やうな ぎ を 売って くれ 

ると いう ことで ある。 

石 太郎の 着物 は、 い つ 洗った とも 知れず、 あかで まつ 

びんぼう 

黒に なって いる。 その 着物に、 家の 中の あの 貧乏のに 

おいや、 ポン ックの なまぐさい におい をつ けて、 学校 

へやって くる。 そのうえ、 注文され なくても かれは、 

ほうひ 

ときお リ 放屁す る。 

みんな は、 石太郎 のこと を、 屁え こき 虫と してと り 

あっかつ ている。 石 太郎の ほうで も、 その ほうがむ し 



いめに あつたの である。 

それ は 五 年生の 冬の ことで ある。 三年 間 受け持って 

じびょう 

いただいた、 年よりの 石 黒 先生が、 持病の ぜんそくが 

重くな つて、 授業が でき なくなり、 学校 をお やめに なつ 

た。 かわりに 町から、 わかい、 ロイド 眼鏡 を かけた、 

かみの 長い 藤^ 先生が こられた。 春吉 君の 学校 は、 

かたいなかの、 百姓の 子どもば かり 集まって いる 小 

さい 学校な ので、 よそから こられる 先生 は、 みな、 都 

会 人の ように 思えた のだった。 藤 井先 生 を ひと 目 見て、 

春 吉君は いきづまる ほどす きになって しまった。 文化 

的な 感じに 魅せられ たので ある。 石 黒 先生 もよ い 先生 



ある。 

さて、 藤 井先 生が、 はじめて 春吉 君の 教室に あらわ 

れた。 はじめて 生徒 を 見る 先生に は、 生徒 は、 みない 

ちょうに 見える。 よく、 それぞれの 生徒の 生活に なれ 

ると、 それぞれの 生徒の 個性が はっきりして くるが、 

顔 を 最初 見た ばかりで は、 わからない。 だれが りこう 

で、 だれが しょう もない あほうで あるか も、 わからな 

ヽ o 

レ 

きょ うたく さか い ち 

藤 井先 生 はまず、 教卓の すぐ 前にい る坂巿 君に む 

かって、 「きみ、 読みなさい」 といった。 それ は 読み方 

の 時間だった。 「きみ」 という ことばが、 春 吉君を また 



藤 井先 生 は、 坂巿 君から 順順にう しろへ あてられた。 

四 人め に は、 春吉 君が ひかえて いる。 春吉君 は、 この 

小さい 組の 級長で ある。 春吉君 は、 きりっとした 声 を 

ろ 1 つろ 1 つ 

はりあげて、 朗々 と 読み、 未知の わかい 先生に、 じぶ 

んが 秀才で ある こと をみ とめても らうつ もりで、 番の 

めぐって くるの を、 いまやおそしと 待って いた。 

いよいよ 春吉 君の 番だ。 春吉君 は、 がた つと こし か 

とくほん 

け をう しろへの け、 直立不動の しせい をと リ、 読本 を 

持った 手 を、 思いき り 顔から 遠くへ はなした。 そして、 

大きく いきをす いこみ、 いまや 第一声 を はなとう とし 

たと たん、 つごうの わるい ことが 起こった。 ちょうど 



にやつ くば かりで、 返事と いう もの をし なかった から 

である。 

とおす け 

そこで 近くに いる 古手 屋の遠 助が、 とくいに なって 

こ-つじよ ラ 

説明 申し あげた。 まるで 見世物の 口上い いのよう に、 

石太郎 はよ く 屁 を ひる こと、 どんな 屁で も 注文 どおり 

できる こと、 それらに は、 それぞれ 名 まえが ついてい 

と ラとラ 

る こと 等等。 

春吉君 は、 古手 屋の遠 助の あほうが、 そんなろ くで 

もない こと を、 手 がら 顔して 語る の を 聞きながら、 そ 

れら のす ベての こと を、 あかぬけ のした、 頭 を テカテ 

力に なでつけられた 藤 井先 生が、 どんなに けいべつ さ 



白い パンツ、 足に ぬった ョジ ゥム。 そして、 ことばが 

小鳥の さえずり ににて 軽快 だ。 

春吉君 は、 一歩 門 内に はいると きから、 もう じぶん 

たち 一団の みすぼらし さに、 はずかしく なって しまう _ 

なんという 生彩の ないじ ぶんた ちであろう。 友 だち の 

顔が、 さるみ たいに 見える。 よく まあ こんな、 べんと 

ふろしき 

う 風呂敷 を じいさん みた いにしよ つ てきた もの だ。 

まったく やりきれない いなかふう だ。 

い しき 

こういう 意識が、 運動会のお わるまで、 春吉 君の 中 

で つづく。 ちょっと でも、 じぶんた ちの ふていさいな 

こと を わらわれたり すると、 春吉君 はっきとば された 



けんめいに 先生の 話に 傾聴して いると きで も 「あつ、 

くさつ、 あつ、 あつ」 といいだ す。 

すると、 教室の その 一 角から、 「あつ、 くさつ、 あつ 

くさつ」 という 声が、 波紋の ように ひろがり、 ざわめ 

き だす。 すると 藤 井先 生 は、 あわてて ハンケ チを 胸の 

そうそつ 

ポケットから 出す。 (あま リ 倉卒に とり 出す ので、 

頭髪 をす く 小さい くしが、 まつわって とび 出した こと 

も ある) ハンケ チで鼻 をし つかりと おさえる。 鼻声で 

げ ち 

まど を あけろ、 まど を、 そっち も、 こっち もと、 下知 

なさる。 

それから 南の まどぎわへ 歩いて いって、 外の 空気 を 



こい つか もしれ ない と 思う。 

うたがい だすと、 のこらずの ものが うたがえて くる。 

いや、 おそらく は、 だれに もい ままでに、 春吉 君と 同 

じょうな 経験が あつたに そういない と考えられる。 

こ-つかつ 

そういう ふうに、 みんな 狡猾そう に 見える 顔 をな が 

めて いると、 なぜか 春吉君 は、 それらの 少年の 顔が、 

その 父親た ちの 狡猾な 顔に 見えて くる。 おとなた ちが、 

せちがらい 世の中で、 表面 はすず しい 顔 をしながら、 

きたない こと を 平気でして 生きて いくの は、 この 少年 

たちが、 ぬれぎぬ を ものいわぬ 石太郎 にきせ て 知らん 

顔して いるのと、 なに か、 にかよつ ている。 しぶん も 
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